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主催：国際 Zoom シンポジウム実行委員会
電子チラシから

リンク先を御覧ください開催地：島根県松江市太陽ホール

Zoom アドレスは参加申し込み後メールで送ります

タイムスケジュール2021 222 日月 月曜日
時 間

開催日

9:00 19:00
�：�� ～ �：��　プロローグ

��：�� ～ ��：��　第二部
Zoom スピーチ　� 名が Zoom で参加
質疑応答

��：�� ～ ��：��　第一部
Zoom スピーチ　� 名が Zoom で参加
質疑応答

��：�� ～ ��：��　第三部
Zoom スピーチ　� 名が Zoom で参加
質疑応答
Zoom シンポジウム閉会あいさつ・次回のご案内

��：�� ～ ��：��　Zoom 懇親会
飲み物等を持参の上、ご参加をお待ちしております。

h t t p s : / / w w w . h n s . g r . j p / m a g a z i n e _ a r c . h t m l
人間自然科学研究所メールマガジン

開会あいさつ

Zoom シンポジウム
パネラー
　進藤 榮一　筑波大学名誉教授・国際アジア共同体学会会長
　金住則行　弁護士・株式会社飛騨上宝自然人倶楽部　代表取締役

日本人日本人

在日共和国人在日共和国人 在日韓国人在日韓国人

日本日本 アジアアジア

日本日本

共和国共和国 韓国韓国

世界世界

中国中国

露国露国 米国米国

西周西周
（���� ～ ����）（���� ～ ����）

キリシタンキリシタン

毛利藩毛利藩 浜田藩浜田藩

津和野藩津和野藩

少にして学べば 壮にして成すことあり   壮にして学べば 老いて衰えず   老いて学べば 死して朽ちず 佐藤 一斎 (���� 年～���� 年 )

天時不如地利   地利不如人和 孟子 （紀元前 ��� 年～紀元前 ��� 年）啐啄同時 仏果圜悟禅師碧巌録
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竹島竹島独島独島

2002 年発表2002 年発表

香港 台北

上海

青島

北京
平壌

ソウル
中海

釜山

ウラジオストック

独島・竹島

IZUMO

サピエンス全史サピエンス全史 ホモ・デウスホモ・デウス

島根県制定 � 月 �� 日竹島の日　第 � 回 国際 Zoom シンポジウム
グレート・リセット
ダボス会議   � 月シンガポールで開催

���� 年出版���� 年出版 ���� 年出版���� 年出版

（���� ～ ����）（���� ～ ����） （���� ～ ����）（���� ～ ����）

平和・環境・健康はひとつ
ゆう科学通信 vol.38「平和学の父」ヨハン・ガルトゥング博士・講演

の箇所をクリックして資料をご覧ください※ Zoom 懇親会は直前申し込み可能。

ベルタ・フォン・ズットナー ウィリアム・K・バルトン

���� 年、人間自然科学 研究所を設立。 ���� 年、映像「出雲から陽が昇る」を発表。
���� 年 � 月 �� 日、コロナ禍により、東京半蔵門と太陽ホールを Zoom で結び、  日本の縁結びから世界の縁結びへ ラジオ生放送の支援を開始し
ました。地政学的に抑制された究極の対立に位置する朝鮮半島の対岸、宍道湖・中海圏 から「在日韓国人・在日共和国人・日本人」「韓国・共和国・
日本」「中国・露国・米国」の � つの価値観が � 組対立する日を活かし、研究所の �� 年間の活動を背景に、平和をテーマに第 � 回国際 Zoom
シンポジウムを開催します。
日本は、���� 年 � 月 �� 日ポツダム宣言を受諾、�� 日終戦放送、� 月 � 日ミズリー号上で無条件降伏文書に � カ国と調印、昭和天皇誕生日の前
日、���� 年 � 月 �� 日サンフランシスコ平和条約の発効により、連合国各国（ソ連等共産主義諸国を除く）と戦争状態が終結。
その後、東西冷戦が激化、沢山の問題を抱えたまま、フィリピンのスポンサーによる東京ライオンズクラブ設立をきっかけに、西側社会に縁をいた
だき、米国を中心とする連合国の管理下で、「人類の戦争を終わりにする 役割を担うことを決意」� 月 �� 日を「終戦記念日」と定め、紆余曲折
を経て今日に至っています。
世界的なコロナ禍と憲法 � 条を積極的に受け止め、人間自然科学研究所は �� 年の活動を通じて、人類初の広島・最後の核を長崎に、国連の核
兵器禁止条約発効、日本最大の島根原発３号炉完成などを背景に、宍道湖・中海圏から、� 体のズットナー像・バルトン像の同時建立をきっかけに、

「天の時・地の利・人の和」を得て、「災い転じて福」となし 対立から共生の文化 に変わる流れが始まることを念じています。

出雲から陽が昇るシンポジウム����年�月��日
小松昭夫理事長講演（12 分）

財界にっぽん ���� 年 �� 月号
創刊 49周年　特別企画・企業探訪記事

映像：出雲から陽が昇る（日本語版 �� 分）（英語版 �� 分）

コーディネーター
　小松昭夫　小松電機産業株式会社　人間自然科学研究所 会社案内
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下記QRコードを読み電子版をご覧ください

2021 年 4 月 9日　山陰中央新報掲載

2018 年 6月 15 日　朝日新聞掲載
イノベーション政策
政府は手動より対処を

2018 年 7月 28 日　山陰中央新報掲載
原子力政策に住民意思を
オーフス条約知って
大久保規子　大阪大大学院法学研究科教授

神里達博　千葉大学教授

　核保有を宣言した国で、核を放棄した国はありません。日本、韓国が米国「核の傘」の中にいる以上、北朝鮮が世界で初めて核を放棄するには、日本・

韓国とともに人類の歴史に対して責任を果たすという、シナリオが必要です。

　どこの国もそうですが、核大国である中国、露国、米国も、国内に大きな問題を抱えています。国内の対立が臨界点を超えれば、核は最も危険な存在に

なります。この可能性を回避するためにも、朝鮮半島と日本列島の非核化は、核大国、保有国に、比類なき影響を与え、紛争地帯に希望と勇気を提供でき

るはずです。これをもとに平和構築のノウハウを確立することができれば、環日本海圏は、世界から最も期待される地域になるはずです。これこそが戦後、

繁栄を享受してきた日本と韓国の果たすべき役割ではないでしょうか。

小松昭夫 一般財団法人人間自然科学研究所 理事長
小松電機産業株式会社 代表取締役

詳しくは書籍『朝鮮半島と日本列島の使命  ―  �大核大国の結節点から和の文化が始まる』

人間自然科学研究所 発行（����年�月��日第�版第�刷・����年��月��日第�版第�刷・増刷計�回）を参照ください。

次のURL、またはQRコードで、電子書籍データがダウンロードできます。

https://www.hns.gr. jp/books/chousenhanntouto.html
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